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人権教育、同和教育全体計画 

 

 

 

 

人権教育・同和教育の目標 

自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができる児童の育成 
 

 

重点取り組み事項と評価基準 

＜指導の重点＞ 

学校生活のあらゆる機会と場を通して，「差別をしない，差別をさせない，差別を許さない」子供

を育成する。 

○いじめ根絶に向けた取組を学期に１回実施する。 

  ２学期:いじめ見逃しゼロスクールに関する活動 

人権教育、同和教育の授業（人権強調月間）→学年便りで啓発  

３学期:SST を取り入れた授業 

○「生きるⅠⅡⅢ」を活用した授業を展開する。  

＊年間２題材以上を，全学年で実践する。 

○「出小命の日」(6 月 8 日)に関する指導や道徳の授業，「生きる」を活用した授業を実施し，振

り返りを通して，児童一人ひとりの考えを深める。また，学年便り等で様子を伝え，保護者と

の連携を図る。 

 

 学級経営 道徳 教科等 家庭との連携 

指
導
の
重
点 

よりよい人間関係作りの基

礎を築く話し合う力の向上 

 いじめや差別を許さず，

自分で考え，正しく判断し

て行動する子どもの育成 

 社会科を中核にし

た差別の歴史の理解

に基づく人権意識の

高揚 

・授業公開

や学校で

の取組を

便り等で

紹介した

りして実

態や問題

意識を共

有する。 

・児童の感

想文等を

通して，

児童の学

びを保護

者に励ま

してもら

う。 

具
体
策 

・自分のよさを意識したり，伸

ばしていこうとする意欲を

高めさせたりする「心の苗

木」の活動を設定する。 

・互いの特性を理解し合い，問

題を話し合いで解決しよう

とする場(学級会･朝の会･帰

りの会等)を設定する。 

・各種人権問題に関わる

題材を取り上げ，人権

感覚を磨く。 

・児童の心の問題に迫り,

感性を磨く資料を工夫･

活用する。 

・６年社会科で差別

の歴史を理解させ

る。 

・国語，生活，家

庭，総合的な学習

の時間等で，生き

方を考える場を設

定する。 

評
価
基
準 

○友達から自分のよさを認め

られていると考える児童が

90％以上（Ｑ―Ｕ調査） 

○自分の気持ちを話したり，

相手の話をよく聞いたりし

ていると考える児童が 90％

以上（Ｑ―Ｕ調査） 

○「「いじめ」は理由によら

ず絶対してはいけない」

と考える児童 100％（児

童アンケート） 

○人権・同和に関する授業

や集会で，個々の振り返

りを行う。 

○歴史の中での差別

的な事象や差別に

立ち向かった人々

や文化発展へ貢献

した歴史について

理解した６年児童

が 80％以上（教師の

評価） 

 

【今年度の重点目標】 自らとりくむ みんなでつくる 

Ⅰ 温かな人間関係の構築と個に応じた支援で、自分を大切にし、他者を大切にする気持ち（自尊感情を）育てます。 

Ⅱ 多様な人・モノ・コトとのかかわりを深める豊かな体験の場を設定します。 

Ⅲ 情報発信や意見交換、教育相談の機会を捉え、家庭や地域、関係者と協働して教育活動を進めます。 


